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改革改善
の考え方

①問題
点

参加者の高齢化、固定化などが顕著であり、次世代の担い手育成が課題である。

②改革
提案

新たな視点での講座の組み立てを行い、これまで公民館活動へ無関心と言われる子育て世代や若年層への働き掛け
を行う。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

公民館大会の中止により参加者数が目標に及ばなかった。また、その他講座等への参加者も高齢化により減少傾向にある。
公民館活動へ比較的参加の少ない20代～40代をターゲットにした講座等の組立ても必要である。

総事業費①+② 19,794 5,783 19,957 4,389

3,520 3,520

臨時職員所要時間 1,476 1,476

一般財源 4,106 3,957 4,041 4,389

人件費計（千円）② 14,174 14,174

正規職員所要時間

起債

その他 100

1,514 1,826 1,642

県支出金

事業費計（千円）① 5,620 5,783 5,783 4,389 25(国)　公民館等を中心とした社会教育活性化
支援プログラム　1,514千円
26(国)　公民館等を中心とした社会教育活性化
支援プログラム　1,200千円
26（そ）ふるさと寄附金　100千円
27(国)　学びによる地域力活性化プログラム普
及・啓発事業　1,100千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

1　全市民を対象とした多様な課題を学習し交流する活動
(1)飯田市民大学講座
(2)飯田市成人式
(3)コーラスグループ発表会
(4)女性バレーボール大会
(5)飯田ムトス大学事業（飯田市公民館大会、次代を担う若者を中心とした
地域課題学習事業、ひさかた和紙保存伝承活動、天龍峡夏期大学講座、
川路の明日を考える研究集会）　<文部科学省委託事業>
(6)フィリピン・レガスピプロジェクト

1　講座等開催数
2　延べ参加者数

1　27回
2　2,113人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

全市民を対象とした飯田市の自然、歴史、文化をはじめ、食育、地域づくり、産業振興、防災、時事問題などの多様な分野の課題を学
習し交流を実施する。（飯田市公民館が展開する事業）

※この事業は前期基本計画（H19～23）で「学習交流推進事業」として展開してきたものを、後期計画（H24～）では各地区で住民が主
体的な学習交流活動を展開するものと、飯田市公民館が全市を対象に今日的課題に取り組むモデル事業とを分離して進行管理する
こととし、当該事業は飯田市公民館が展開するものを内容とする。

成果
指標

公民館の学級講座の延べ参加者数（人） 3300 2113 2700 2800

成果
指標

公民館の学級講座延べ開設数（事業） 32 27 30 32

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

飯田市の人口（人） 102446
意図（どういう状態
にするか）

多様な学びの機会を通じて飯田市（地域）を知り人とつな
がる

目
的

対象（誰・何を） 市民

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 28 学習交流活動の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 公民館 H27係等名 学習支援係 H26係等名 学習支援係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 19 終了
事務事業名 市民の学習交流推進事業

会計 一般会計
48 14

事業種別 政策

2 施策№ 28 事業№


